
地域連携推進会議議事録 

 

１会 議 名  令和７年度 七沢学園 地域連携推進会議 

２開催日時  令和７年 12月 17日（水）15時 00分 ～ 16時 20分  場所：管理棟２階 多目的室 

３テ ー マ 

及び意見等 

テーマ 意見等 

１ 挨拶 

 

２ 委員紹介 

 

３ 議長、副議長選出 

 

 

４ 施設見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 施設紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ その他 

 

７ 閉会 

七沢学園長からの挨拶 

 

地域連携推進委員５名の紹介（当日１名欠席） 

 

地域連携推進委員５名の中から議長･副議長を選出 

以降の議事進行は議長が行う 

 

成人利用者が生活している「みらいユニット」「きぼうユニット」

を見学。 

（意見・感想等） 

・副議長：家庭と同じような環境で生活していると思った。的確な

支援をしている印象を受けた。 

・Ａ委員：息子が利用しているが、先が見えると安心して生活が出

来る。職員さんに良く支援していただいており、親として

安心していられる。 

・Ｂ委員：初めて違うユニットを見学した。ユニットによって対応

に違いがあると思った。 

・議 長：個室がきれいだった。一人ひとり生活のスペースがあり、

安心して生活していると感じた。この先、ずっと居られる

わけでは無いので、ご本人たちの希望を聞いてみたい。希

望やスキルに合わせた支援の道筋が見えてくると良い。 

 

委員へスライドを用いて、施設の概要、支援について、退所先に

ついて、行事について、意思決定支援についての取組み等を紹介。 

（質問･感想等） 

・副議長：入所期間内で退所出来ているのか。また、戻ってくる方

は居ないか。 

回 答：生活訓練は基本２年で退所する。生活介護は９年間で３

名の退所と少ない。そこが課題である。 

・Ａ委員：何か所かグループホームへ見学に行ったが、こだわりが

強く断られてしまう。親が安心して預けられるところが少

ない。専門的知識を持った職員だと安心する。私の人生は

息子とともにあった。 

・議 長：生活介護の方の退所が進まないのは、資源が無いからな

のか。スキルが上がらないからなのか。七沢学園を利用し

たい方がたくさん居ると思う。法人としてグループホーム

をつくることは考えていないのか。 

回 答：資源が少なく、受け入れ先がなかなか見つからない。グ

ループホームについては、県立施設なので県の方針となる

が、今のところ話は上がっていない。 

 

特になし 

 

地域連携推進会議の終了 

４出 席 者 地域連携推進委員４名 七沢学園職員（学園長、副園長、総括主査） 

５欠 席 者 地域連携推進委員１名 


